
「君たちはどう生きるか」　　　吉野源三郎　　1937年初出

原作は第二次世界大戦の始まる2年前、80年以上前に出版されています。
2017年にマンガ化され発行、3か月余りで70万冊以上のベストセラーになった作品。

「生きるために本当に大切なことは何なのか」を考えさせてくれる子供向け哲学書。
最近は親世代がまず読み、気づき、子供に「まっとうさ」を伝えるために贈ることが
多いとのことです。

「ものの見方」「いじめについて」「人間同士のつながりについて」「貧乏について」「偉大な人間とは」
「友人への裏切りについて」「これからのあなたの生き方について」答えではなく、問いを立てられています。

”僕たち人間は自分で自分を決定する力を持っている。だから誤りを犯すこともある。
しかし、僕たち人間は自分で自分を決定する力を持っている。だから、誤りから立ち直ることもできるのだ。”

「自分は不遇だ」と思っていれば何もしなくて楽。そう思おうと選んで決めているのは自分だ、と気づいた時から
人は立ち直るのではないかと。
「君たちはどう生きるか」その答えは私たち一人ひとりの内側にあり、みんな違ってみんな良い。

「天才とは努力する凡才のことである」 理論物理学者（1879～1955年） アルベルト・アインシュタイン

ノーベル物理学賞を取られた方に言われるとどこか安心するような。
自分のことを天才だとは思っておらず「ただ人よりも一つのことに長く付き合っていただけ」と。

相対性理論（時間は重力の影響を受け、絶対的でなく相対的なものである）と

現代のGPSに不可欠な理論を唱えた。（これがないとカーナビは1日10㌔ずれるとか）

「何かを学ぶためには、自分で体験する以上にいい方法はない」

「失敗したことのない人間というのは、挑戦したことのない人間である」

など、勇気づけられる言葉が多い。

「男は結婚するとき、女が変わらないことを望み、女は結婚するとき、男が変わることを望む。

　お互いに失望することは不可避だ。」とも。読んでうなづく人は多いのかしら。。。
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自分の芯：あきらめること も 肝心。
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きになる本

生きる資産

きらり言の葉

生活の、仕事の気づきとなる本を紹介していきます。

「人材＝人財（産）」と言われて久しいですが、当社ではそれどころか

「会社の資産」です。会社が人をつくるのではなく、人の集合体が会社。

サンユを構成している「資産」を紹介していきます。

言葉は時に人を傷つけ、時に励ます目に見えない道具です。

みなさんの生活の中でキラリと役立つ、勇気づける言葉を紹介します。

サンユグループ

編集部

公式ホームページで

バックナンバー閲覧

できます。

人前で笑うのが苦手。

「笑って」と言われて

とっさの表情がこちら

今年6月から勤務、労務、給与関係を一手にお願いしています。

「まず、やってみてね、続けてそれでもできん時はできんと 諦めることを

自分で決めることも大事」という意味。 「できんなー」といつまでもウジウジ

しててもしょうがない、「がんばってもできないことはある！」と大学受験勉強

時にパカーンと開いたみたい。 「成功した人は必ず努力している、

努力した人が成功するとは限らない」という社会の理不尽さを知ったのかな。

免許・資格は普通自動車免許はじめフォークリフト免許、第二種電気工事士、

危険物取扱、消防設備士など13種！様々な取引先様と

話が対等にできるため、自分に自信をつけるため。

やーめられないとまらないー♪は毎日のビール晩酌、休肝日なんてムリ！昔からビール一筋！

夏喉乾いて冷蔵庫開けたら缶ビールあり、飲んで車校の送迎バスに乗るなんてことも・・・。昭和63年のお話～。


